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青
森
銀
行
が
創
立
70
周
年

記
念
事
業
と
し
て
行
っ
た

「
ア
オ
モ
リ
川
柳
コ
ン
テ
ス

ト
」
へ
小
泊
中
学
校
１
学
年

が
全
員
で
作
品
を
応
募
し
、

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、

3
月
12
日
㈬
小
泊
中
学
校
へ

同
銀
行
か
ら
図
書
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
青
森
銀
行
金

木
支
店
・
外
崎
支
店
長
が
来

校
し
、
中
学
生
の
部
「
特
別

賞
」
を
受
賞
し
た
成
田
千
颯

（
１
年
）さ
ん
へ
図
書
の
目
録

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

外
崎
支
店
長
は
「
多
く
の

作
品
を
応
募
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
た
い
。
こ
れ
ら
の
図

書
を
ぜ
ひ
役
立
て
て
欲
し

い
」
と
話
し
、
一
方
、
山
内

校
長
か
ら
は
「
い
た
だ
い
た

図
書
は
朝
読
書
タ
イ
ム
で
活

用
し
て
い
き
た
い
。
生
徒
た

ち
も
喜
ん
で
く
れ
る
と
思

う
」
と
お
礼
を
伝
え
ま
し
た
。

■
成
田
千
颯
さ
ん
の
作
品

「
超
巨
大
　
ね
ぶ
た
を
生
で

　
み
て
ほ
し
い
」

　

２
月
15
日
㈯
に
行
わ
れ
た
第
15
回
青
森
県

げ
ん
ね
ん
ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

で
好
成
績
を
収
め
た
小
泊
少
年
少
女
発
明
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
3
月
12
日
㈬
町
長
を

訪
問
し
大
会
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
約
2
5
0
人
が
参
加
し
、
初

級
、
中
級
、
上
級
の
部
門
に
分
か
れ
、
選
手

た
ち
は
約
４
ケ
月
か
け
て
製
作
し
た
自
慢
の

ロ
ボ
ッ
ト
で
挑
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
各
部
門
と
も
上
位
入
賞
を
達
成
し
、

好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
デ
ザ

イ
ン
に
は
中
泊
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、

町
章
や
町
名
を
あ
し
ら
っ
た
そ
う
で
す
。

　

初
級
出
場
の
川
山
く
ん
は
「
今
年
は
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ま
で
勝
ち
進
み
、
団
体
戦
で

は
3
位
に
入
賞
で
き
た
。
表
彰
台
に
上
が
っ

た
時
は
緊
張
し
た
」
と
当
日
を
振
り
返
っ
て

い
ま
し
た
。

　

大
会
結
果（
※
３
位
、
特
別
賞
を
掲
載
）

■�

初
級
部
門
…
個
人
戦
３
位 

佐
々
木
亮
太

（
小
泊
小
６
年
）／
団
体
戦
３
位（
佐
々
木

亮
太
、
磯
野
海
吏
、
川
山
雄
生
、
磯
野
結

莉
、
藪
田
洸
哉
）

■�

中
級
部
門
…
優
勝 

升
田
柊（
小
泊
小
６

年
）

■�

上
級
部
門
…
審
査
員
特
別
賞（
ア
イ
デ
ィ

ア
賞
） 

西
久
保
健（
小
泊
中
２
年
）

　

ま
た
、沼
田
会
長
と
相
澤
専
任
指
導
員（
中

里
小
教
諭
）に
は
、
10
年
以
上
に
わ
た
る
発

明
ク
ラ
ブ
活
動
が
評
価
さ
れ
、
全
国
表
彰
が

あ
り
、
こ
の
場
で
報
告
し
ま
し
た
。 

　

沼
田
会
長
は
「
小
さ
な
町
で
活
動
し
て
い

る
私
た
ち
に
全
国
表
彰
の
話
が
き
た
と
き
は
、

夢
の
よ
う
だ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
と
、
地
域

の
み
な
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　外崎令子さんら宮野沢地区のみなさん
11人が、「宮野沢かっちゃーず」として、
ストーブ列車を利用する観光客に角巻き
や「ねんねこ」、「しょいこ」などを身に
まとい、当時の生活などを紹介するイベ
ントを行いました。

　メンバーはなんと70～90歳。当初は金木駅までの予定で
したが、津軽鉄道からの要望もあり津軽五所川原駅までを往
復することになりました。
　「かっちゃ－ず」のみなさんは、ファッションショーのよ
うに通路を往復し、刺繍などを施したオリジナル角巻をそれ
ぞれ披露しました。「かわいい、あったかそう」などと声を
かけられたり、列車は大きな拍手に包まれました。珍しい衣
服に、ストーブ列車の利用者たちは記念撮影をするなど「か
っちゃ－ず」との交流を楽しんでいました。
　外崎さんは「多くのお客さんに喜んでもらえてよかった。
いいＰＲになったと思うし、自分たちもやりがいがある。ま
た、機会があれば行いたい」と手応えを感じていました。

　

人
命
救
助
に
尽
力
し
た
齋
勝
建

設
㈱
社
員
５
人（
伊
藤
芳
忠
さ
ん
、

柏
崎
貴
人
さ
ん
、
佐
藤
洋
二
さ
ん
、

高
橋
光
司
さ
ん
、伊
藤
芳
伸
さ
ん
）

が
、
３
月
14
日
㈮
五
所
川
原
地
区

消
防
組
合（
五
所
川
原
消
防
署
内
）

で
平
山
管
理
者
よ
り
、
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

５
人
は
下
前
地
区
で
港
湾
工
事

の
作
業
中
、
近
く
の
住
宅
で
火
災

が
発
生
し
た
際
に
、
逃
げ
遅
れ
て

２
階
に
い
た
50
代
の
男
性
を
発
見
。

消
防
へ
の
通
報
は
し
た
が
、
男
性

が
２
階
か
ら
飛
び
跳
ね
よ
う
と
し

て
い
た
た
め
、
そ
れ
を
阻
止
し
、

自
社
所
有
の
重
機
を
使
っ
て
無
事

救
助
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
贈
呈
式
に
は
、
伊
藤

芳
忠
さ
ん
と
佐
藤
洋
二
さ
ん
が
参

加
。
管
理
者
と
の
懇
談
で
は
、
救

助
方
法
な
ど
を
説
明
し
た
あ
と
、

佐
藤
さ
ん
は
「
早
く
対
応
し
な
い

と
い
け
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
飛

び
跳
ね
て
い
た
ら
ケ
ガ
を
し
て
い

た
だ
ろ
う
。
無
事
に
救
助
で
き
て

良
か
っ
た
。
５
人
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
う
ま
く
い
っ
た
。」
と
話
し
、

当
時
の
状
況
を
振
り
返
っ
て
い
ま

し
た
。

ロボットコンテストで好成績 小泊少年少女
　　発明クラブ

朝
の
読
書
に
活
用

青
森
銀
行
が
小
泊
中
へ
図
書
を
寄
贈外崎支店長　　　　成田千颯さん

町長へ当日の状況を説明

相澤専任指導員と沼田会長

佐藤芳忠さん、佐藤洋二さん

この赤ちゃんは「つーちゃん」というそうです

まるでファッションショー

角巻きなど当時の生活を紹介
「宮野沢かっちゃーず」ストーブ列車で交流

人
命
救
助
に
尽
力

齋
勝
建
設
㈱
社
員
に
表
彰
状

スポット

ライト－Spotlight－


